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Abstract'･FourkeypointsaremadewithintheSw 'nSnh7PL'(SecretsofForesby).Thefirstisthatthebestplicesforafforestation

shouldbejudgedaccordingtogeomoTPhicanalysis･Mountain terrainisdividedintothreemaincategories:gentleslopes,steep

slop.esandvalleys･Gentleslopesofferthebestpossibleconditions fortreeplanting,followedbysteepslopesandthenvalleys･

Whleagriculturallandisselect･edaccordingsoilquality,mountain terrainandconfigtuatioparefar moreimportantfactorsfor

afforestation･Themainreasonforthisisthoughttobethewaythatmountainsservetomitigatethedamagingimpactoftyphoons

andwinterwindsontheforest.ThesecondimportaJItpointdealswiththegeomorphicconceptof-embracedprotection-.-Embraced

protection'isaconditionbywhichthesurroundinggentleandsteep-slopedmountainsservetoprovideprotectionforaforest

within theenclosedarea.Thisisrootedin theancientChinesesystem ofFengShuiandtheideaofaplacewherethereis

hamonybetweenpositiveandnegativeqi(energy)･Thisistheoptimum spotforafforestation.Withintheseprotectingmountains

isalocationcalledthe一gateofembracedprotection-.Tusistheplacewherethewaterfrom eachofthevalleyriversflow占6ut

ofthemountainrange.Thisspotisofsuchcriticalimportahcetotheforestthattreesmustbeplantedandmaintainedhereto

preventvitalmountain qi丘om leakingout.Thethirdimportantpointconcemsthemamgementoftimber.SelectivecuttinglS

employedinaccordancewithtraditionalforestecologysystems,therebyallowlngtheuhhinderedgrow血ofgoodtrees.Thefourth
●

importimtpointdealswiththeappear anceofaforest.Bystudyingtheconditionoftreesfromafar,itcan bedeterminedwhether

theforestisyouthful,overmattqeorindecline.

Ⅰ.序 論

1.はじめに

現在､山林真秘については､その原本の所在は不明で､そ

の筆写本のみが琉球大学付属図書館の宮良殿内文庫に保存さ

れている｡その末尾には ｢乾隆三十三年戊子仲秋穀且 察翼

廷儀｣と書かれている｡この山林真秘は察温がその子の察翼に

伝授(峰浜秀明､1984)したものともいわれているが､この筆写

本からすると､乾隆三十三年は1768年であるので､察温が没し

てから7年後のものということになる｡ .

天野は沖縄大百科事典(沖縄タイムス社､1983)の山林真秘

の項で､1751年ごろ､察温が中国人にも理解し易いように､柵

山法式帳(1737)の趣旨を漢文で詳述したと書いているが､詳細

は不明である｡

察温の著書といわれているものに､順流真秘､実学真秘､架

橋真秘などがあげられている｡察温は1735年8月には羽地大川

の改修工事に着手している｡そのとき参考にしたと見られる順流

真秘などは､彼が中国留学中(1708-1710)や進貢副使(1716)

のときに学んだものと考えられることから､その他の実学真秘 ･

架橋真秘 ･山林真秘などの其秘シリーズも同時に学び琉球にそ

れらの文献を持ち込んできたと推測できる｡したがって､袖山法

式帳以前には､すでに山林真秘は存在し､その技術論が応用

された可能性も考えられる｡真秘とは真栄田(察温､沖縄大百

科事典､1983)によれば､科学の意味だという｡現在の森林学

や地理学で使われる学の意味に近いものであろう｡

この山林真秘が後の袖山法式帳の原典となったのであれば､

その内容を現代語に訳する意義は大きい｡山林真秘については､

峰浜秀明が 『察温全集』で要約的に解説している｡仲間･周

(地域と文化､第37･38合併号､1986)らは､この山林真秘を全

文和訳している｡今回､外国人にも理解できるように､この仲間 ･

周らの和訳文を一部修正して､漢文と和文を併記して英訳し､

その内容について検討した｡林政八番については､USCAR

(琉球列島米国民政府､1952)が英訳を試みている｡しかし､山

林真秘については､その内容が漢文であることもあって､全文

の英訳は見当たらない｡漢文からの英訳はJolmPwvesと陳の二

人が､また序論と要約は仲間がそれぞれ担当した｡

2.山林真秘の内容

山林真秘の中で論じられている主要な点は4つある｡

第1点は地形解析による造林適地の判断である｡山の地形を

嶺地､峰地､澗地の三つに分け､さらにそれらを上中下に分類

し､そのうち嶺地が造林するのに最も良い地形であるとし､以下､

峰地､澗地の順に序列化している｡

この地形を重視する考えは同時期の日本における農学者の車
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でも異色である｡近世期を代表する日本の農学者宮崎安貞は

｢農業全書｣(1697)(山田･井浦､1978)の ｢山林之総論｣ で､

次のようなことを述べている｡

｢おおよそ木を植える所は､深山幽谷の土地で､厚く深く肥え

た所が良い｡高い岡(山の背)はこれに次ぐ｡---おおよそ有∫
用の材木､果実の樹木に至るまで､よくその地味を知らないで

は､心力を尽くして植えても､利益にならない｡｣(仲間訳)

宮崎安貞によれば､木を植えるとき､第一に考えるべきは､

その土地の地味である､とされる｡つまり､その土地の地質が肥

えているかどうかが､大事だという｡

ところが琉球の察温は､｢山林真秘｣や ｢袖山法式帳｣(1737)

(土井林学振興会､1976)などで､次のようなことを言っている｡

｢田圃は土の性質をよく選ぶが､山林は土の性質を選ばず､

山形が適当かどうかによって､樹木の生長は決まる｡山形が不

適だと､土が肥えていても､樹木はよく生長しない｡山形が適当

だと､土が痩せていても､樹木はうまく生長する｡｣(仲間訳)

宮崎安貞が森林地味説だとすると､察温は森林山形説という

ことになろう｡その大きな理由は､かれらの拠って立つ自然観の

違いに見出せる｡つまり主に朱子学にもとづく自然解釈に立つ

宮崎安貞と､地形を重視する風水思想に立脚した察温の自然解

釈論とは､考え方の根本が異質なのである｡察温が地形を重視

する根底には､琉球の自然環境､すなわち､冬の北からの季

節風と台風時の風の問題-の対策が大きく影響していると考えら

れる｡

第2点は抱護の地形概念の重要性についてである｡抱護とは

嶺地や峰地の周囲を山々が囲って保護している状態のことである｡

この考えは風水の気の概念に由来するが､その気が安定した場

所こそ､造林適地となる｡山には .｢抱護之門｣がある｡これは

山脈が交叉した各谷川の流出口のことである｡この場所は山林

の気脈にかかる所であるので､樹木で閉じて山の気が洩れ出な

いようにせよという｡

第3点は山林の取り扱い方である｡ 山林の法則とは､択伐

(selectivecutting)によって､いい木を育てることである｡

第4点は林相の見方である｡遠方から植生状態を見て､幼令

林､過熟林､荒廃林かどうかを判断する｡山全体の植生状態か

ら､人間の伐採による植生遷移状況を把握する実践的な技術論

となっている｡

3.山林真秘と袖山法式帳の用番法

山林真秘と袖山法式帳の内容は､ほぼ同じであるが､用語法

に若干の共通点や違いが見られる｡

表1は､山林真秘と柚山法式帳で用いられているキーワードを

比較したものである｡この表から､大きな違いを拾い出してみる

と､まず一つは､山林真秘が漢文で書かれているのに対して､

袖山法式帳は候文体でまとめられていることである｡候文体は近

世日本の古文書等に一般に見られる文体で､近世琉球の牟文

書でも普通に使われている｡

二つ目は､袖山という言葉の使い方である｡この用語は山林

表1 山林真秘と仙山法式帳の用語法の比較

真秘にはみられない｡袖山の言葉は､私見によれば､和製用

語で律令制国家社会まで遡る古い言葉である｡近世期の琉球で

一般に使われている言葉で､王府の御用木を生産する場所とし

て区分され､その管理利用については､各地の村落共同体に

ゆだねられていた｡ 日本の古代社会では神社や寺院の用材確

保のために指定された場所で､その管理は各神社や寺院が特

別に雇用した人々によって行われていたく仲間､1984)｡

三つ目は､共通の用語として抱護という言葉が使われているこ

とである｡この言葉は､風水思想でいう気の概念と深く関係して

いるが､山林真秘と袖山法式帳の両者の自然藩織の方法が共

通の思想に基盤を置いていることを想定させる｡

四つ目は､魚鱗という言葉についてである｡袖山法式帳には､

この言葉はない｡1747年､山奉行から王府に報告され､それが

規定となって､琉球国中に令達された樹木播植方法には､よく

知られた魚鱗形の植林方法が説かれている｡山林真秘では､

十数年経った樹林の木の形や森の状態を龍珠や魚鱗にたとえて

いる｡樹木播植方法でいう魚鱗形とは､ススキやチガヤの原野

に魚の鱗状に穴を開け､そこに木を植えるという植林技術のこと

を指している｡したがって､魚鱗という概念は共通するが､その

応用技術はまったく別である｡

以上のことから､山林真秘と袖山法式帳の両者には､自然認

識の根底に風水思想が共通項として確認でき､さらに細かく点

検すれば､その文体と用語法(柵山､魚鱗)に若干の違いが見

られることである｡

II･TheChineseIEnglish&JapaneselTexts●
oftheSann'nSunpL

夫材木者,人世寓事之大要也｡人世商事,皆頼材木之力而

能修鳶｡若夫不頗材木之力,則田不能耕,屋不能構,衣不能

織,陶不能造,冶不能鋳,海不能渉,其飴之事,無不皆然｡

唯世俗之人,知林材之可用,而忘人間寓事之在千林材,是林

ITheJapanesetextincludedhereisvirtuallyidenticaltotheBrsttran slationoftheSintihSAhp4'byNakamaYueiandZhouYamlngPublished
inthejotmalaiikitobzLnkain1986.Timelimitationshavemeantthatonlyminorcorrectionstothistexthavebeenpossible.Changeshavebeen

madetoitsorgamization,withSentencesandparagraphsadjustedtomatchtheChineseandEnglishversions.地域と文化､第37･38合併号､1986.
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法之所興也｡

Woodisofgreat.importancetohum an societies,withalmost

everyaspectoflife beingrelianttlPOnit.Withoutwoodit

wouldbeimpossibletoplow the点elds,buildhouses,weave

clothing,makepottery,castironorcrosstheoceans.Woodis

indispensableformanyotherthings.Yetpeoplethinkonlyof

how tomakeuseofwood,theyhaveforgottenandtodaydo

notunderstandthattheresotucesuponwhichthCysoheavily

relydependontherebeingproperforestpractices.

木材を採ることは､人間の生活にとって､大事なことである｡

人間の生活は､すべて木材のおかげで､うまくやってこられた｡

もしも､木材の力を頼らなければ､人間は､田が耕せなくなり､

家屋が作れなくなり､衣類が織れなくなり､陶器が作れなくなり､

鉄が鋳られなくなり､海が渡れないようになる｡このように､人間
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の生活にとって､木材は必要不可欠のものなのである｡けれども､

世俗の人々は､木材の利用ばかりを考えて､人間の万事に大

切な木材が､正しい林法のあり方によって左右される､ということ

を忘れている｡

嶺地之形,不竪不倒,兼属陰陽｡故有美材好生嶺地｡尺式

如左:

Sincegentlemountainslopes2 areneithertoosteepnortoo

httheyareinhm onywith YinandYang.Forthisreason

lushforestcan begrown there.Thegentleslope inclinesare

shown ontheleft仲elow).3

嶺地は山形や勾配が丁度適当にあり､陰陽に属しているので､

｢嶺地には美材がよくできる｣､といわれる｡ 勾配は左記のとおり｡
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Note:htheoriginaltext,theinnerbianglesweredravm inred ink.

峰地之形,竪起難登,乃属純陽｡故美材不好生峰地,尺 itisditrlCulttogrowlushforestthere.Thesteepslopeinclines

式如左｡ areshown OntheleftO)elow).4

Sinceste甲 mOuntainslopesaretooshazplyinclinedandtoo

ditBculttoclimbtheybelongtopureYangandforthatreason
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峰地は急峻で登りにくく､純陽に属しているので､｢峰地には

美材はよくできない｣､と言われている｡勾配は左記のとおり｡

十丈 一丈

一
丈

一
丈

一
丈

一
丈

一
丈

朱
尺
之
内
部
属
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等

Medium grade

Note:h theoriginaltext,theinnerbianglesweredravm inredink.

一丈 一丈 十丈

Lowestgrade

2Theterm'gentlelisan appropriatecontrastto-stecplwhendiscusslngmountainslopes,particularlyinthecontextofthediagrzLmSSalonuses
forillustration.h anearlierarticle,NakamaYueide血edtejchiasa'1平らな勾配-'(血 akoubaL),Whichcan betranslatedasan ーevcninclinC..
NakamaYuei,-'Somayamaseisakunosenryaku'I,ShhaLaLej,Number40,2007,page6.
3-丈,onezbMg.A zbaL7gisamitoflmgth,equaltoabout3.03meters.Thediagramsbelowillustrate themaingradesofgentlemountain
slopesbasedonthedegreeofincline,wi th thebestgrade(a)at1-by-3Bhang,themedium grade(ち)at2-by-3zbangandthelowestFade(C)
at3-by-3zbmg,rc甲eCtively.
4Thediagramsbelowillustratethemaingradesofsteepmountainslopesbasedondegreeofincline,withthebestgrade(a)at4-by-3zbang,the
mediumgrade(b)at5-by-3zbangandthelowestgrade(C)at6-by-3zbang,respectively.
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峰地尺式有三等可排｡但此三等,猶足観之｡若夫愈竪愈起

而過尺式,則樹木錐生,必不足観蔦｡

Steepslopescan bedividedintothreegradesaccordingto

thedegreeofincline.Although forestgrowthispossibleon

moreacutegradesofsteepslope,thequality ofthatforestwill

beverypoor.

峰地は､勾配によって､三等に分けられる｡この三等までは､

樹木は何とか育っ｡もし､右図の下等の寸法以上に､勾配の急

な峰地があったら､そこには樹木は育たない｡

南山之間,稀有平坦之地,之謂澗地｡乃属純陰｡純陰,即

樹木之所忌也｡

Tbeflattisharealocatedbetweentwomountainsiscalleda

valley.Because valleysbelong to pure Yin they are not
●

suitableplacesforgrowlngforests.

二つの山の間のやや平坦な所を澗地という｡そこは純陰に属

するので､樹木がよく育たない所である｡

嶺地四面,有諸山相国,而為護衛者,之謂抱護｡

Wh enstmoundingmountainsservetoprotectagentleslope

byenclosingitthisisknown asembracedprotection･5

～

嶺地に対して､その周囲を山々が囲って保護していることを抱

護という｡

嶺地之前,有高山相封,而能護我者,之謂封時｡

High mountainslocatedin 丘ontofgentleslopesandwhich

providethem withprotettionarecalledfacingmountains.

嶺地の前に､高山が向かい合って保護していることを対時とい

嶺地之前,亦有嶺地,而為封護者,之謂相封峠｡

A gentle slope located in 舟ontofanothergentleslope

therebycreatingconditionsofmut血lprotectionisknown asa

mutuallyfacingmountain･

嶺地の前に嶺地があって､互いに保護していることを相対峠と

いう｡

諸山互交,而百谷之水,合成-水,走流外面之虚,之謂抱

護之門｡即是山林菊脈之所係也｡

Thegateofembracedprotectionistheplacethroughwhich

thewater&om eachofthevalleysthatcam etogetherBom the

overlapplngmountainstoform aslnglectmentflowsoutof
●

themouhtain.misplaceisprofoundlyconnectedtotheqi6

vein ofthemountain.7

諸山が重なり合い､各谷からの水が一流に組み合わさって､

山外-流れていく出口は､抱護の門といわれる｡そこは山林の

気腺にかかる所である｡

嶺地 抱護堅固,封峠有得其宜,是上等也｡

Tbe highestgrade of gentle slope iswhere embraced

protection issound8 and wherethereisaproper9 facing

mountain.

抱護の状態が良く､嶺地を囲った諸山が合致していて･､対峠

の益を受けているのは上等である｡

封時雄得其宜,抱護之山或欠-虚或抱護遠離,而束不屈干

我者,是中等也｡

A medium gradeofslopeiswherethereisaproperfacing

mountain butwhereqlCaJmOtbeaccum ulated becausethe

embracedprotectioniseitherslightlydefectivelO orbecausethe

embraclngmountainsl] aretoodistant･
■

対時の益を受けているが､ 抱護の山々が少し欠けているか､

または遠く離れてその気を得ていないのは中等である｡

sSumundingmountainsusedtomitigatetheimpactofdamagingwindsareoneexample.Onasmallerscaletreescan beutilizedtostmounda
villageorasinglehouseholdtooffersimilarprotection.
6Thereatemanywaysoftran slatingtheterm q享.Inthiscontext,-energy-,-vitalitytorperhaps'life-force'areacceptable.
7BeingofcritiCalimportancetotheretentionofmountainql･
BThatis,wherethesurroundingmountains,known as.embracmgmountains'orlmountainsofembracedprotectionIareconfiguredcloselytogether,
therebyconstitutingan effectivebarrier.nLeideaisnottostopthe瓜owofwindsintotheforestmtirely,butrathertoweakentheimpactofthe
strongestwindsduringtropicalcycloneconditionsorothersuchdamagingweather.Wh enembraclngmOuntains訂eCloselyconflgurCdandeffective
inthisrole,theembracedprotectioncan bedescribedas-sound'.Clearly,thcrearedegreesofsoundness,dependingonhoweffectivetheprotection
is.

9叫 erheremeansconformingwith idealmountainconfigurationconditionsinthesensethatthefacingmountainisofan appropriateheightand
locatedatan appropriatedistance丘omthegentleslope.
10h thecasethatagaporgapsoccurinthestlrrOundingmountainsasaresultofthemnotbeingconfiguredcloselyenough togetherthenembraced
protectioncan bedefinedas'defective'.As wasthecasewith soundness,ofcourse,therearedegreesofdefectivenessdependingonthemmber
orsizeof也eg叩S.
HThetern'embraclngmOuntains'isinterchangeablewithlmountainsofembracedprotection'･
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封時不得其宜,抱護之山亦陥欠及遠離,而気不屈干我者,

是下等也｡嶺地之形有三等,而抱護,封峠之可排,亦有三等｡

如此然則嶺地之形属干上等,而抱護封峠各能全具者,百林之

内,指非難屈｡

Thelowestgradeofgentleslopeiswherethereisnoproper

facingmountainandwhereqlCaJmOtbeaccumulatedbecause

theembracedprotectioniseitherdefectiveorthemountainsof

embracedprotectionaretoodistant.Gentleslopescan be

dividedintothreegradesaccordingtothedegreeofincline,

andthreefurthergradesaccordingtotheeffectivenessand

distanceoftheembracedprotectionandfacingmountains.Itis

extremelyraretofindahigh gradegentleslopewithboth

soundembracedprotectionandfacingmountains.

対峠の益を受けていなくて､抱護の諸山は欠け､あるいは遠

く離れてその気を得ていないのは下等である｡嶺地は勾配によっ

て三等に分けられるが､その抱護と対時の分け方によって､嶺

地はさらに三等に分けられる｡嶺地という山形は上等に属するが､

抱護や対時の各長所をすべてそなえている山形は､とても少な

い｡

峰地 抱護厳密,能含陰気者,是上等也｡

The highestgrade ofsteep slopehassound embraced

protectionandcan accumulateYin energy.

峰地､抱護が良く合致していて､陰気を含んでいるのは上等

である｡

抱護錐密,虞々陥欠而気有洩者,是中等也｡

A medium gradesteepslopehasembracedprotectionbut

thisisdefectiveinplacesandconsequentlyqlescapes.

抱護が合致していながら､山気が洩れているのは中等である｡

抱護錐不陥欠,抱護之山相離甚遠而気不屈者,是下等也｡

峰地之形有三等,而抱護之可排亦有三等｡如此然而生美材尤

稀｡

Tbe lowest grade of slope is where ql CamOtbe
●

accum ulatedbecausewhilethereisembracidprotection,these

mountainsaretoodistant.Steepslopescan bedividedinto

threegradesaccordingtothedegreeofincline,andthree

furthergradesaccordingtothesoundnessoftheembraced

protection.Itisrare,however,to血dlushforestsonsteep

slopes.

抱護の山々は欠けていないが､遠く離れていて､その気が得

られないのは下等である｡峰地は勾配によって三等に分けられ

15

るが､その抱護の状態によっても三等に分けられる｡峰地には

美材はまれにしかできない｡

澗地 相康平虞,陰中受陽,是上等也｡在干嶺地之間,而

借其力者,是中等也｡在干峰地之間,専受陰気者,是下等也｡

澗地三等,但非美材所生｡

Thehighestgradeofvalleyisawidishflatareawhich

belongsto Yin butwhich alsoreceivesYangenergy.A

medium gradeofvalleyislocatedbetweengentleslopesBom

whichitobtainsembracedprotection･Thelowest.gradeof
●

valleylSlocatedbetweensteepslopesandreceivesonlyYin

energy.Although therearethreegradesofvalleys,theseare

placeswherelushforestcan onlyrarelybegrown .

少々平らで広いところは陰であるが､陽も受けているので上等

である｡嶺地の間にあって､その力を借りているのは中等である｡

峰地の間にあって､もっぱら陰気だけを受けているのは下等であ

る｡澗地には三等あるが､そこはめったに美材ができない所で

ある｡

嶺地,乃美材之所生也｡然而高過封時,則其退廃反属純陽,

切嘗排之｡是故,嶺地高奥封時反低,則其嶺半好半不好｡抱

溝高低,亦営依這榛両親蔦｡

Agentleslopeisaplacewherelushforestcan growwell,

butifithappenstobehigherthan theembraclngmountains
●

thenthatpartofthege血leslopelocatedabovetheembracmg
●

mountainsbelongstoptlreYang.Itisimportanttojudgethis

verycarefully.Theconsequenceofagentleslopebeinghigher

than theembracngmountainsisthatonlypartoftheslopPis

protected.Oneshouldalsobear thesepoints血mlym mind

wheninspectingtheheightoftheembracedprotection.

嶺地は美材がよくできる所であるが､それが抱護よりも高くなっ

たら､その越えた部分はかえって純陽に属するようになる｡よく

気を付けて判断しなくてはならない｡そういうわけで､対峠が嶺

地より低いと､その嶺地の育林適地の半分はよくない｡抱護の

高さについても､このことを念頭において観察したほうがよい｡

嶺地之商,奏者封時甚近,而束似澗地者,･美材不多生｡是

敬,嶺地封時之間,須必以計遠近之宜為要｡

Itisdi侃Cultto･grow lushforestatthefootofagentle

slopewhenitisclosetothefacingmountainsonaccountof

theqitherebeingsimilartothatinvalleys.Itisimportantfor

theretobean appropriatedistancebetweengentleslopesand

facingmountains.

嶺地の裾が対峠にかなり接近していて､そこの気が澗地のような

所には､美材はあまりできない｡それゆえ､嶺地と対峠の間の
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適度な距離を考慮しなければならない｡これは大切なことである｡

錐為嶺地之鮭,或有峰地混雑之虚;錐為峰地之髄,或有嶺

地混雑之虞,大築諸山皆然,昔能排蔦｡

●
Therearemountainswithgentleslopes,butintermlngled

amongthem arethosewith steep slopes.And thereare

mountainswith steepslopes,butintemlngledamongthemare

mountainswithgentleslopes.Sincethisisthecasewithmost

mountains,onemustconsiderthiscarefully.

嶺地の形をしているが､中に峰地が混ざり合ったり､峰地の形

をしているが､中に嶺地が混ざり合ったりする｡たいていの山々

はそうである｡

嶺地野崎之間,有小岳得其宜者,樹木好生｡不得其宜者,

則澗地一棟,不足観之｡且両峰之間,錐有小岳,能得其宜者

尤稀｡然両峰之間,其地相鹿而有小岳,則其岳足勝澗地｡

Wh enhillsarelocatedbothbetweenandaproperdistance

舟om agentleslopeand facing mountain andbenefitis

receivedfromthem,forestscan growwellonsuchhills.Hills

thatarelocatedboth betweenandaproperdistancefrom a

gentleslopeandfacingmountain butwhichdonotreceive

benefitsfrom them aresimilar tovalleysandforthisreason

treeswulnotgrowwellthere.ItisraJICforahilltobelocated

betweenagentleslopeandfacingmountain,andr訂erStillfor

ahilltobelocatedataproperdistancefrom agentleslope

and血cingmountain.Inthecasethatthereisawidishaqea

locatedbetweenagentleslopeandfacingmountain,however,

ahillispreferabletoavalley.

嶺地と対時の間にある丘は､それらの益を得ている場合なら､●

樹木はよく生えるが､得ていない場合なら､澗地同様よく生えな

い｡なおまた､二つの峰地の間に丘があっても､その益が得ら

れるのは非常に少ない｡しかし､その丘は､面積がやや広けれ

ば､十分に澗地に勝る｡

抱護,野崎全具而嶺地鹿大庭,最為上好｡足為大船之椿者,

出干大嶺｡メ 嶺之地気力旺興,小嶺之地気力微弱,其理定然｡

共変無窮,可能垂心｡

Gentleslopesthathaveboth fTacingmountainSandembraced

protection,particularlyifthatareaisexpansive,arebyfTarthe

best.nPtypeoftimberusedforthemastsoflargeshipsis

almostalwaysgrown onlargerslopes.As ageneralrule,the

qioflargeslopesisstrong,whilethatofsmallslopesisweak,

althoughthereare.an infimitenumberofvariables.Forthis

reason,judgmentsmustbeconsideredcarefully.

嶺地が抱護や対峠をもっていて､しかもその面積が広大であ

れば､一番よい｡普通､大船の帆柱に使う木は､ほとんど大嶺

に生えている｡大嶺は気力が旺盛であるが､小嶺は気力が弱い｡

それは当然のことである｡しかし､その変化は果てしないから､

よく考えて判断しなければならない｡

嶺地乃陰陽和生之地｡故抱護封時雄不全具,而樹木猶足観

蔦｡然嶺地其頂則樹木不好生｡但封峠高起,抱護堅固而嶺地

得其宜者,則嶺地之頂亦樹木有好生｡

GentleslopesareinharmonywithYin andYang･Evenin

thecasethatthereisnofacingmountainorthatembraced

protectionisdefective,treescan stillgrowquitewell･Although

treesdonotnomallygrow wellatthesumi tofgentle

slopes,ifthefacihgmountai鮎 arehigherthan thegentleslope

andifthereissoundembracedprotectionthatthegentleslope

receivesbenefitfrom,treescan growwellevenatthestmmit.

嶺地は陰陽が調和している所であるので､抱護や対時がなく

ても､樹木は育つ｡普通､嶺地の頂上には樹木はあまりよく生

えない｡しかし､対時が嶺地より高く､抱護の山々が合致してい

て､その益をよく得ている場合には､嶺地の頂上にも樹木はよく

生える｡

峰地錐為純陽,在干抱護厳密之間者,則借干陰気之力,而

樹木猶足戟蔦｡

Steepslopesareplacesofpu托Yang,butiftheyarelocated

betweenmountainswhereembracedprotectionissound,trees

areabletogrowwelltherebecausetheyreceivebenefitfrom

Yinenergy.

峰地は純陽な所であるが､抱護の密着した間にあると､陰気

の力を借りているから､樹木は立派に生長する｡

潤地錐為純陰,在千両嶺之商者,則借干嶺地之気,而樹木

亦足観蔦｡山林之地,襲易不定,宜能用心｡

ValleysareplacesofpureYin,butwhenlocatedbetween

twogentleslopestreescan growquitewelltherebecausethey

receivebenefltfrom Yangenergy.Sincemountain forestsare

subjecttosucharangeofconditions,however,itisessential

totakegreatcare.

澗地は純陰な所であるが､二つの嶺地にはさまれた場合には､

嶺地の気を頼って樹木はうまく生える｡ ただし､山林は変幻極ま

りない場所であるから､よく心を配る必要がある｡

封時遠近高低之宜否,唯在干気味而巳,需能慮蔦｡遠離則

気不屈干我,而失其宜｡甚近則気強逼我,而失其宜｡過高則

束妄歴我,而失其宜｡太低則束不護我,而失其宜｡抱護之山,

遠近高低亦其気味,則輿封時無異｡唯其気味不可以言説之,
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多歴諸山,ー則其気味之妙必有自然獣織者臭｡

Weuseqitojudgewheth9rthedistanceandheightof

fTacingmountainsisappropriate･Thismustbeverycarefully

considered･Itistlotappropriatewhenfacingmountains･･aretoo

distantbecatueqlCamOtbeaccum ulated.Itisnotappropriate

iffTacingmountainsaretoocloseforthereasonthattheqllS
●■

toostrong,puttingtheforestundergreatpressu托.Itisnot

appropriatewhenfacingmountainSarctoohighsincethisputs
●

excessiveqlPreSStueOnthefotest.Itisnotappropriatewhen

facingmountainsaretoolowbecausenoqibenefitisobtained.

As in thecaseoffacingmountains,weuseqitojudge

whetherthedistanceandheightofembracedprotection is

appropriate･W也leitisextremelydi氏Cult･toproperlyexpress
●

themeanngofqiinwords,itissomethingonewillcometo

understandnaturallya触rsuⅣeymgmanymountains.
●

対峠の遠近や高低が適当かどうかというのは､その気によって

のみ決められるにすぎない｡よく考えなくてはならない｡対時が

遠く離れていると､気が受けられなくてその益も次第になくなり､

按近し過ぎると､気に強く迫られてその益もなくなり､高すぎると､

気はやたらに押さえ付けられてその益もなくなり､あまりにも低く

なると､気が保護してくれないので､その益もなくなる｡ 抱護の

山の接近 ･高低の気のあり方も､対時の場合と同じである｡残

念ながら､気については言葉でよく説明できないが､常に諸山

を踏査して経験を積めば､気の微妙なことが､自然に理解でき

るようになる｡

抱護之門,是山林気脈之所係也｡須能以樹木堅閉其門,不

便山気洩通最為要｡若伐其樹,妄開其門,使山気洩通,則山

林漸受其病,而林樹終見濯々之憂臭｡深可成蔦!深可成蔦!

Inview ofthefactthatthegateofembracedprotectionis

profoundlycomeCtedtotheqlVeinofthemountain,itmust
●

betightlyclosedoffwith treessothatqlCamOtescape.This

isextremelyImportant.Carelesslyfellingtreesatthislocation

willopen thegateandallow qitoescape.Theforestwill

graduallybecomeunhealthyasaresultandtreeswilldecrease

innum ber.Wemustnotallow suchasituationtooccur.

抱護の門は山林の気腺の所であるから､必ずそこは樹木で閉

じて､山の気が漏れないようにしなければならない｡これは大事

なことである｡もし､むやみにそこの木を切ってその門を開いて

しまうと､山林は次第に病気にかかり､樹木も少なくなっていく｡

深く考えなくてはいけない｡

抱護之山,四囲堅牢最為要｡辰戊丑未之位,有山陥欠而風

入者,之謂四維之病,樹木必不好生｡其陥欠虞,多植樹木,

四補一二,其病或免｡

h tensofthemountainsofembracedprotection,themost
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importantconsiderationisthatthestmoundingmountainsbe

closelycon丘即red･IfthemountaiTuOfembracedprotectionare

defective,windwillbeabletoenterandtreeswillnot'grow

well.Thisisknown asthesicknessofthefourdirections.It

maybepossibletoavoidthisifwecan planttreesinoneor

twoofthesedirectionsandrepairthedefectivepointsinthe

embracedprotection.

抱護の山々は､四囲が堅牢であることが一番重要である｡辰

戊丑未(東南西北)の各方位の山が欠けて風が入ってくると､樹

木は立派に生長できない｡これを四経の病という｡陥欠した所に､

樹木を植えると､その病気は治るかもしれない｡

大抵樹木之性,喜陰潤,忌曝乾,故林樹多虞,互頼共陰,而

能茂生｡樹木少虚,其陰亦少,而樹必易衰｡只須多植諸樹,以

埠其陰,初則所生之材,錐不足観,漸次好生,終成林樹之美｡

Treestendtolikedampshadylocationsanddislikedryand

exposedones.Wh eretherearemanytreestogethertheycan

growverywellbecatwetheyareabletorelyoneachotherfor

mutual shade.Wh enthereareonlyafew treeslittleshadeis

providedandasaresultitiseasyfortheforesttodeteriorate.

Byplantingmanytreeswecan increasetheamountofshade,

andalthough poorquality forestiswhatwemay imitially

observeitwillimprovegraduauy,ultimatelytrmsformlnginto

lushforest.

樹木はたいてい湿り気の多い日陰を好み､日が照りつける乾

燥した所を嫌う性質を持っている｡木が多い場合は､互いに日

陰を頼りあってよく茂る｡木が少ない場合は､日陰も少ないから､

樹木は衰えやすい｡しかし､各種の樹木を多く植えて日陰を増

やせば､樹林は始めは立派に見えないが､次第に元気に生え

てきて､しまいにはよい樹林になる｡

田圃能撰土性,山林不撰土性,.唯観山形之宜否而巳臭｡山

形不得其宜,則其土堆肥而樹木不好生｡山形得其宜,則其土

錐痩而樹木好生｡

Wechoosewheretocultivatericeaccordingtosoilquality,

butin the case offorestsitistheconfiguration ofthe

mountainsratherthan soilthatdeterminestreegrowth.Ifthe

mountain configtmtionisunsuitable,evenifthesoilisrich･

treeswillnotgrowwell.IftheconfigtmtionofthemountaiIト

isgood,evenifthesoilisthin,treescan stillgrowveryweb.

田圃は土の性質をよく選ぶが､山林は土の性質を選ばず､山

形が適当かどうかによって､樹木の生長は決まる｡山形が不適

だと､土が肥えていても､樹木はよく生長しない｡山形が適当だ

と､土が痩せていても､樹木はうまく生長する｡

平坦慶大虞,専受風日之束,錐属純陽,而多植諸樹以成大
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林,則其樹互頼陰潤,.変為陰陽和生之地｡然而平坦慶大之地,

足為鹿田,故不敢為林地｡

●●
RecelVlngqlentirelykom thesunandwind,wideandflat

areasareplacesthatbelongtopureYang.Ifalargeforestis

createdherebyplantingmanytrees,however,treescanrelyon

oneanotherfortheprovisionofmutualshadeandtheareacan

betransformedintoahamomious PlaceofYinandYang.

Becausesuchareascanbeusedforcultivation,however,wide

and刊atareasshouldnotbetoohastilyusedforforestland.

平坦で広い原野は､もっぱら風や日の気を受けていて､純陽

に属する所ではあるが､樹木を多く植えて大きな樹林をつくれば､

木々が互いに目陰を頼って､和やかな陰陽地にかわる｡しかし､

平坦で広大な土地は､農田として利用できるので､やたらに林

地に使ってはいけない｡

大凡樹木以高直為美,以壊曲為悪｡高直之樹,錐為小木,

愛之惜之,則必終成美材｡壊曲之樹,錐為大木,不足為美｡

奈世俗之人,唯思我力之易取,不慮美悪之可排｡随日食取,

随手妄伐,是山林惟衰之所不免也｡能知山林之法者,必有其

心,而能伐之,故山林逐年而致茂盛｡不知山林法者,必無其

心,而妄伐之,故山林逐年而致惟衰｡錐有悪木百候,不若美

木一俵,普能慮蔦｡

Generallyspeaking,tallandstmi ghttreesarebest,while

shortandgnarledtreesaretheworst.Wh engreatcareand

attention istaken tonurttuetalland straighttrees,even

saplings,theresultwillbegoodqualitytimber.h thecaseof

gnarledtrees,notevenlargeoneswillproducegoodtimber.If

peoplethinkonlyoftheirimmediatetimberneedswithout

distinguishinggood丘om badtrees,Carelessfellingwilloccur

resultinginthedeteriorationoftheforest.Thisisoneofthe
●

pnmarycausesofforestdecline.Thosewhounderstandthe

naturallawsofforests12ーshouldchoosewhichtreesaretobe

cutdown,sincetheycan rationallydeterminewhatwillbest

producelushforest.Ifthisapproachistakenwewillbeable

togrowlushforestsstepbystep.hcontrast,ifpeoplewith no

understanding ofthenattmllaws offorestsmake these

choices,sincetheyareunawareofwhatisrequiredtoproduce

lushforests,treeswillbecarelesslycutdown andthiswin

leadtothedeclineofforests.Themaxim thatI.onegoodtree

isbetterthan a hundred bad ones" Can be universally

understood.

普通､樹木は真っ直ぐなものがよくて､曲がったものは悪いと

いわれている｡真っ直ぐな木は､たとえ幼樹であっても､大切に

育てると､しまいには美材になる｡曲がった木は大樹でもよいと

は限らない｡しかし､世俗の人々は自分の取りやすいことばかり

を考えて､木の善悪を区別せず､勝手気ままに切っている｡ こ

れは山林を衰退させる原因の･-一つである｡山林の自然法則を知っ

ている人々は､山林を繁茂させることに心がけているので､必ず

樹木を選びとる｡そうすると､山林は段々と茂るようになる｡他方､

山林の自然法則を知らない人々は､山林を繁茂させることに無

頓着であるため､むやみに切り取り､その結果､山林はついに

衰えてしまう｡一本の良木は百本の悪木に勝る､ということは､

誰にでも分かる事柄である｡

山林盛衰,必係土民之所致,或係国法之所致,其所致一也｡

能知山林之性者,必遵其性,建法布教｡故山林歴年無衰,材

木拳固無欠｡

Theprosperity ordeteriorationofforestsisdeteminedby

theway local peopleareinvolved andbythenatureof

nationallaws.ThosewhounderstandJthenaturallawsofforests

musteducateotherswiththisknowledgeanddeviseforest
●

practicesthatareinaccordancewiththem,therebyendeavonng

tomaintainthickandlushforestsandensuringthatourcountry

willnotexperienceashortageoftimber.

山林の盛衰は､その地域の住民のかかわり方や､国の法律

のあり方などによって決まる｡山林の法則をよく理解している人は､

必ずその法則に従って山林制度を立て､また､その知識を教え

たりする｡そして､山林を絶えず繁茂させ､国内で木材が欠け

ないよう努力するのである｡

附

Supplemen叫
∫

初生之林,遠以望之,則其林毎樹略似筆尖｡

Wh enlooking,atagroveofyoungtreesBomafar everytree

shouldresemblethetipofacalligraphybrush.lSeeAppendix

Figure1)

幼令樹は遠くから見ると､木立の状態が筆先に似ている｡

再歴十数年,則林樹黙々,略似龍珠｡

Wh enlookingattheintenseblackofaforestaftermorethan

tenyearshaselapsed,theshapeofeachtreeshouldbearaslight

resemblancetoadragonpearl.lSeeAppendix Figure2JI3

12Apersonwithan understandingofwhatwewouldtodayrefertoasforestecology･
13Thisappearstobeamistake,probablymadewhenan earlierversionofShtizZShhpJWasbeingcopied･IntheoriginalSomaywahoushikL'chou

(柵山法式帳)uponwhichShnth ShiHPjisbasedtheorderofthesecondandthirddescriptionsarereversed,with the-fishscale.shapepreceding
the'dragonpear1･-Thiserrorwouldhavebeendiscovered血 soonerifthConglnalillustrationsfropSoLZ7ayaZ27ahousbih'chozLhadalsoaccompmied
SdnTiz)Shh7PL.
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十数年たっと樹林は真っ黒に見え､木の形は少し音巨珠に似る｡

又歴十数年,則其形獣々,略似魚鱗｡ 形似魚鱗然後,其

林之梢纏足用之｡

Aftermorethantenyearsagaln,theshapeofeverytree
●

shouldresembleafishscale.Ifthisisthecase,thetreeswill

bep占rfectlyuseable.lSeeAppendixFigure3J

また十数年たっと､その形は魚のうろこに似てくる｡そうなると､

樹木は梢までも十分利用できる｡

虞々伐木,則某所伐形如鱗脱｡其林之材,可知猶盛｡

Wh enlookingattheshapeofafelledareaofforestandit

looksasifascalehasfallenoffaflSh,thatmountainisrich

ingoodqtnlity timber.lSeeAppendixFigure4】

山林の伐採跡地の形が､うろこがはずれたように見えたら､そ

の山には木材が大変豊かに存在する､ということである｡

伐木既多,則虞々費現白枝,可知伐木之多｡

Ifwhitebranchesarevisiblehereandtherethisisaresult

oftoomanytreeshavingbeencutdown .lSeeAppendix

Figure51

至る所に白い枝が見えたら､木を切りすぎた状態である｡

枯枝多現,逆曲既多,可知山林之為衰｡虚々枯木出干樹梢,

可知惟衰之極｡

Ifitappearsthattherearemanygnarledordeadbranches

theforestisfallingintodecline.Ifthetreetopsarewithered

hereandthere,theforestisina岳tateofcompletedecline.

lSeeAppendixFigtlreS6and7,respectively]

枯れ枝や曲がりくねった木が多く現われていれば､その山林

は衰えている｡随所に木の梢が枯れていたら､山林は極めて衰

えた状態である｡

蒼々如緑野,無形可説,可知非為材木之林｡

Ifthereisdarkgreenfoliagebutnoclearlydiscemable

shapesvisible,thereisno timberon themoun tain. lSee

AppendixFigtlre8)

緑野のように深緑色をしているが､その外観の形がはっきり見

分けられなければ､材木が取れるような林ではない｡

19

凡樹之梢,矯曲生枝,可知其木高直既極｡

Ifnewbranchesgrow outofthetopoftreesgnarled,the

forestisgoingintodecline.lSeeAppendixFigure9)

木の梢が曲がって､生えてきていたら､その木は高くまっすぐ

に生長しない｡

右之一巻不戎相博之,錐然猶須用工夫,於現数要侍其意味,

不然御反覆之｡汝童心喝力山林樹木,使致茂盛,是我所希也｡

ConveylngthemeanlngOfthetextaboveisnoteasy.Wh en

reading,oneneedstocarefullyconsideritsessentialmeaning,

otherwise it may have the reverse effect and be

counterproductive.Ifyoucan applyyourselfwhole-heartedlyto

forestsand therebybring aboutlush growth,Iwillhave

achievedmyambitionsinwi tingthis.

右の文の意味を残らず伝えるのは､容易なことではないが､

実際に利用するときは､特にその内在の意味を考えなければな

らない｡さもないと､かえって､悪くなるかもしれない｡あなたが

山林に心を傾けて､樹木を茂らせることを､私は念願する｡

乾隆三拾三年 戊子仲秋穀旦
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1768.AgooddayinMid-auttm

CaiYiTingYi(J.SaiYokn TeiGi)

一七六八年 仲秋のある穀且
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要 約

山林真秘の中で論じられている主要な点は4つある｡第1点は

地形解析による造林適地の判断である｡山の地形を嶺地､峰地､

澗地の三つに分け､そのうち嶺地が造林するのに最も良い地形

であるとし､以下､峰地､澗地の順に序列化を行っている｡田

んぼは土地の性質を選ぶが､山林は山形の状態が樹木の生長

に大きく影響するとしている｡その主な理由は冬の北風と台風時

の風をいかにコントロールするかに拠っていると考えられる｡

第2点は抱護の地形概念の重要性についてである｡抱護とは

嶺地や峰地の周囲を山々が囲って保護している状態のことである｡

この考えは風水の気の概念に由来するが､その気が安定した場

Ⅲ.Appendix:(｢仙山法式帳｣より転載)
●

AcconpanyIJIgIllustrations

FigtueIAyoungforest

Figure3Treesattheheightoftheirgrow血

所こそ､造林適地となる｡山には ｢抱護の門｣ がある｡これは

山脈が交叉した各谷川の流出口のことである｡この場所は山林

の気脈にかかる所であるので､樹木で閉じて山の気が洩れ出な

いようにせよという｡

第3点は山林の取り扱い方である｡山林の法則とは､森林を

勝手気ままに切るのではなく､真っ直ぐな幼樹は育て､曲がった

木は大木でも伐採し､山林を繁茂させるようにすることである｡こ

れは現在の択伐 (selectivecu血 g)的施業方法の考えと同じで

ある｡

第4点は林相の見方である｡遠方から植生状態を見て､幼令

林､過熟林､荒廃林かどうかを判断する｡人間の伐採で植生遷

移は変化するが､その状況を林相の違いで分類するやり方であ

る｡

山林真秘と袖山法式帳には､風水思想にもとづく自然藩織の

考えが共通項として見出せる｡抱護､山気､抱護之門 (抱護

之閉所)､陰陽和生之地などの言葉は､風水的に山林をみる場

合に重要なキーワードである｡山林真秘にはすでに魚鱗という言

葉がみられ､この魚鱗は樹木播植方法で魚鱗形の植林法として

応用されている｡

この山林真秘には､沖縄の自然環境の中で､山林をどう取り

扱ったらいいのか､学び生かすべき点が多い｡

Figure2theforestisstartingtogrow

Figure4Gapsvisibleamongthetreesshowthattimberhasbeencut
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Figure5manylargetreeshavebeencutdoⅥmintheforest Figwe6Aforestwith onlyafewgood treesremalmnglSindecline

Figure7Aforestin fulldecline

Figtue9Treeswhichhavestoppedgrowlng

Figure8Abushymountainuponwhichonlygrass
appearstobegrolmng


